
一般廃棄物処理基本計画について
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１ 一般廃棄物処理基本計画とは

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第6条第1項により策定する
計画で、⾧期的な視点に立ち「ごみの減量・資源化・適正処理」や
「生活排水対策」等の施策を推進するための計画です。

・本町では、令和2年7月に新たなごみ処理施設である 名古屋市北名古
屋工場が供用開始となったことから、新たに一般廃棄物処理基本計画を
策定しました。この計画の期間は、令和2年度を計画初年度とし、令和
16年度を目標年度とする15年間を計画期間としています。
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２ 豊山町の廃棄物の課題
① １人１日あたり家庭系ごみ排出量が多い。
Ｒ５年度一人一日当たりの家庭系ごみの量:５６９ｇ（速報値）
県内５４市町村中ワースト６位

過去５年間の一人一日当たりの家庭系ごみ量及び県内５４市町村中の順位
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Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５（速報値）
量（g） ６１３ ６２０ ５９１ ５８５ ５６９

順 位 ４６ ４５ ４７ ４８ ４９



② リサイクル率が低い
Ｒ５年度リサイクル率:２４．９％（速報値）
県内５４市町村中１６位（上位から数えて）

過去５年間のリサイクル率及び県内５４市町村中の順位
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５（速報値）

率（％） １１．２ １７．０ １８．０ ２２．８ ２４．９

順 位 ５２ ３４ ３０ ２０ １６

3



３ 施策の方向性
①資源を分別しやすく、出しやすい環境を整えることで、可燃ごみを
削減する。
具体的な取組み…プラスチック資源の一括路線収集

②不法投棄やポイ捨てへの対策を強化する。
具体的な取組み…きれいなまちづくり条例の制定

③多量排出事業者に対する指導を行う。

④ごみ出し困難者へのサポートの調査・研究を行う。
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４ ごみ処理の将来像及び基本方針
・ごみ処理の将来像
「地球にも人にも優しい持続可能なまち」

・基本方針
循環型社会システムを実現するため、以下の基本的原則を設けた。
①不要なものはもらわない・つくらない（発生抑制:リフューズ）
②できる限り廃棄物を出さない。（発生抑制:リデュース）
③同じ形状のまま再利用する。（再使用:リユース）
④物質として再資源化し、再生品を優先利用する。（再生利用:リサ
イクル）

⑤やむを得ず排出される廃棄物は適正に処理する。（適正処理）
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５ 数値目標
・１人１日当たり家庭系ごみ排出量を令和１６年度に
５４０ｇ／人・日とする。

・事業系ごみ排出量を令和１６年度に５．０ｔ／日とする。
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